













行ない， 自然条件下における観察結果と人工接種結果とを比較検討した. 実験は 1962年
と1963年の2回行なった.また. 1963年には赤かび病の大発生があり， その条件下にお
いて，圃場における擢病歩合を調査した.それらの結果をまとめて報告する.


























屋根で日覆いした 180x 180 x 150 cmのガラス室内に移し， さらに2日後周囲が開放され
たトタン屋根下に運び出した. 3日間の保温中は接種室内が乾燥しないように， 1日に2





分生胞子を人工接種した場合 第1表で明らかなように， 権病性オオムギ品種 Abacus，










































結圃果場の観群察別 供試品種名 接種月日 調毒(総粒粒)数棟(病%歩)合1)羅病指数2)
Nepal T. 5 5月25日 2434 90.7 
Nepal C. 138-7 1/ 1877 87.1 
India Pb. T. 4 明 1721 82.7 
India A. 59 1/ 2025 90.4 
Pakistan Punjab T. 5 1/ 2528 85.8 
Nepal C. 140 5月29日 1849 83.2 88.9 
Nepal C. 141-A 1/ 2533 85.6 91. 5 
羅 病 性 Nepal C. 147 1/ 1785 85.6 91. 5 
India Ruwari 1/ 2011 78.7 84.1 
Abacus 1/ 3163 86.1 92.0 
H. E. S. 4 1/ 1118 93.6 1∞.0 
Nepal C. 141-C 6月2日 2183 84.2 91. 7 
Nepal C. 153 M 2145 82.9 90.3 
India Ba11ia 1/ 1252 83.6 91.1 
Kwan 1/ 3322 86.1 93.8 
H. E. S. 4 M 991 91.8 1∞.0 
春 昼 6月4日 1738 17.0 17.9 
アサヒ 6号 省 1666 15.4 16.2 
4790-10 1/ 1970 17.4 18.3 
露 6 号 1/ 2941 9.1 9.6 
独 59 号 1/ 1592 16.8 17.7 
C.I. 8826 ， 1710 14.8 15.6 
H.E.S.4 1/ 995 95.1 1∞.0 
博多 2 号 6月7日 2105 14.1 15.9 
抵 抗 性 日 星 1/ 2251 17.8 20.1 
Svanhals 初 1616 13.2 14.9 
独 61 号 1/ 2192 15.6 17.6 
フレデリタソ γ " 2147 14.9 16.8 
Svanha1s C. 1. 187 1/ 1842 16.2 18.3 
Svansota 1892 10.8 12.2 
H.E. S. 4 1略 620 88.7 100.0 
群馬ゴール 6月10日 2026 15.2 
Golden Me10n 1/ 2∞6 15.9 
権病性コムギ 農林 4 号 6月13日 1987 90.9 













群馬ゴール. Golden Melonおよびコムギ品種は開花期が運すぎたため，また， Nepal 
T. 5， Nepal C. 138-7， India Pb. T. 4， India A. 59および PakistanPunjab T. 5など









供試品種名 1960~2竿の平均 1963 1962 1963 
権病歩合J) 指数2) 権病歩合 権病歩合 候病歩合 指数
jhkistanMjabT5 52.3 
羅病性 Kwan 58.2 
59.4 
Abacus 66.6 
博多 2 号 1.9 
Svansota 2.0 
抵 C.I.8826 2.4 
抗
露 6・ 号 2.5 











































































によりその擢病歩合は大きく変動したが，抵抗性に属する 23品種は 3年間いつも 5%
以下の穣病歩合であったから，これらの品種の赤かび病に対する抵抗性はかなり安定した
ものであろうことを報告した.しかし， Hanson， Ausemusおよび Stakman(1950)は，
抵抗性と思われる品種でも，年によってかなり権病することがあるから，赤かび病抵抗性
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